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2008年 3月 10日、11日の両日にわたり、岐阜県土岐市のセラトピア土岐にて開催された、平成 19
年度核融合科学研究所技術研究会（核融合科学研究所技術部主催）へ参加する事が出来ましたので、概

要を報告させていいただきます。 
 
研究会は四つの分科会からなり、第 1分科会（工作・低温技術）口頭 12件、ポスター4件、第２分科

会（装置技術）口頭 14件、ポスター21件、第 3分科会（計測・制御技術）口頭 15件、ポスター12件、
第 4分科会（計算機・データ処理技術）口頭 13件、ポスター6件の発表がありました。また、聴講も含
めた研究会への参加者は 39機関より 287名にのぼり、三重大学からは 6名（発表参加 2名）が参加し
ています。今回は、同時期（3月 6、7日）に実験・実習技術研究会（徳島大学）が開催された影響から
か関連する分科会の開催が無く、その分野の方々との交流が得られなかったのが残念でありました。 
 
第 3分科会（計測・制御技術）でのポスター発表を行うとともに口頭発表の各セッションへ参加し意

見交換および情報収集を行いました。また、セッション 4の座長にご指名いただき、貴重な経験が得ら
れるとともに、研究会の運営に微力ではあります貢献出来たかと思います。 
なお、ポスター発表におきましては、ネットーワーク接続時のセキュリティ確保、使用したネットワ

ークモジュール X-Portについてのご質問等、および X-Portの設定が長期使用後（2～3ヶ月）に再設定
を行おうとしても設定が反映されないなどの貴重な情報が得られるなど、意義のある意見交換、情報収

集を行うことができました。また、X-Portを使用して更に高度な遠隔データ収集システムを構築された
方の発表があり、今後の実用化に向けての参考にすることが出来ました。 
ご参考までに当日使用したポスターを図 1に示します。また、発表の概要につきましては、報告集お

よび技術研究会報告集データベース（分子科学研究所）をご参照下さい。 
 
現在、核融合科学研究所の技術研究会のホームページにて運営協議会のメモおよびアンケートの集計

結果が公開されています。これによりますと今回分科会が減少したのは会場確保によるものだそうです。

このようなご苦労のなか技術研究会を開催していただいた技術研究会実行委員会の皆様をはじめとす

る関係者の方々へ感謝いたします。 
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遠隔地における計測・制御を行うための機器の試作  
三重大学 工学部・工学研究科技術部  山本好弘 

まとめ： 

●試作レベルではあるが、ある程度の動作を確認した 

●実際に則した計測システムの構築を行う 

●無線LANを用いたネットワークへの発展（WiPor t） 
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ポート番号 プロトコル 動作 

80 Http Web Server 
（XPortのセットアップ、 
ユーザページの実行） 

9999 Telnet XPortのセットアップ 
10001 TCP/IP シリアル－イーサネット変換 

14000～14009 TCP/IP 仮想Comポートによる通信 
30704 TCP/IP 汎用いI/Oコントロール 

センサーユニット： 

・温度センサ (半導体) 
LM35 
10mV/℃ 

・湿度センサ (高分子) 
HS15P 
60kΩ（湿度50%、温度25℃） 

制御ユニット： 

・１Chipマイコン 
PIC16F88(Microchip) 
・A/D変換(2Ch) 
10bit、4.092V 

・RS-232C 
ボーレート：9600bps 
データ長：8bit 
ストップビット：1bit 
パリティ：無し  

フロー制御：無し 
 

 

ネットワーク（イーサネット） シリアル 

  

  

  

  

  

  

  

XPortの内部構成 

  

  

  

  

  

  

  

XPortの仕様 
サポートプロトコル 

TCP/IP, UDP/IP, ARP, Telnet, ICM P, SNM P, T FTP , Telnet, DHCP, 
BOOTP, HTT P, Auto IP 

通信互換 Et hernet: Version 2 .0/ IEEE 802.3 
イーサネットインターフェース RJ45 (10BA SE-T, 100BASE-TX ) 
シリアルインターフェース CMOS (Asynchronous) 3.3V- level signals . 

転送速度 Speed software selectable (300 ～ 920 Kbps) 

モデムコントロール DT R, DCD, CTS, RT S 
フローコントロール XO N/XOFF, CT S/RTS 

マネージメント Internal Web server, SNMP (rea d only), Se ria l login , Telnet login  

セキュリティ パスワードプロテクション 256-bit AES Rijndae l encryption 

システムソフトウェア （ファームウェア） 
TFTP又はシリアル経由で新たなファームウェアをフラッシュメモ
リーにダウンロード可能。 

LED 
10Base-T & 100Base -TX, Link & activ ity  indicator  - Full/hal f duple x. 
（10Bass-T Full Duple x固定には未対応） 

消費電力 
+3.3V (±5%)  regulated. Current  is 130mA  (idle), 140mA (10 BaseT activ-
ity), 210mA  (100 BaseT activ ity) . 

内蔵メモリー RAM: 256K Flash: 512K（ユーザ領域は 384KB） 

寸法 18.25mm x 14.50mm x 33.90mm  
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XPortの主な機能 

socke t()
ソケットを作成

bind()
ソケットに名前を付ける

lis ten()
クライアントからの接続を待つ

accept()
クライアントからの接続を受け付ける

新たにソケットを作成する

S end/ recv()
データの送信/受信

closesocket ()
ソケットを閉じる

closesocket()
ソケットを閉じる

socket()
ソケットを作成

connect()
サーバに接続

Send/recv()
データの送信/受信

closesocket()
ソケットを閉じる

サーバ側（PC） クライアント側
(XPort)

Winsockコントロールによる通信 

Winsock APIによる通信 

Com Port Redirectorを用いた通信 

目 的： 

●遠隔地および複数の測定地の計測データの収集を行う 

●直接の制御が可能なシステムとする 

●まず、個人レベルで購入が可能な汎用品で思索を行う 

計 画： 

●ネットワークを用いたデータ通信により実現 

●ネットワーク関連の実装をなるべく行わない

          ↓ 

●デバイス・サーバ（XPor t：LANTRONIX社）のシリア

ル － ネットワーク変換機能を用いる 

 

 
図１．ポスター発表で使用したポスター原稿 
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